
平成２６年５月１５日

在ナッシュビル日本国総領事館からのお知らせ（竜巻について）

１ 米国では，特に南部及び中西部において，竜巻（トルネード）の発生しやすいシーズ

ンに入っています。４月２７日及び２８日，当館の管轄するアーカンソー州，ミシシッ

ピ州及びテネシー州においても比較的大規模な竜巻が複数発生し，この２日間の竜巻被

害により当館管轄内だけでも少なくとも３１人の死者が出ました（地図参照）。

現時点，これら竜巻被災地において，在留邦人の方が怪我を負ったなどの人的被害に

関する情報はありません。

２ 報道によりますと，これから竜巻発生のピーク（５月及び６月）を迎えます。万一，

竜巻が迫ってきた場合，もしくは竜巻に巻き込まれた場合には，別添「竜巻発生時の安

全対策」や当館ホームページ上の「トルネード注意事項」等を参考にしていただきつつ，

実際の警報に従い安全確保に努めるとともに，御自身の被害等の状況について日本の留

守家族及び当館に連絡していただきますよう，よろしくお願いします。

◆ 当館ホームページ「トルネード注意事項」アドレス

http://www.nashville.us.emb-japan.go.jp/jp/ryojijoho/shizen_tornado.htm



◆ 竜巻発生時の安全対策（ウェザーチャンネルHPより抜粋）

http://www.weather.com/safety/tornadoes/tornadoes-safety-during-20120330

Tornadoes Safety During 
When a severe thunderstorm is imminent or already occurring in your area, it's 
time to put your plan into action. Pay close attention to any storm watches or 
warnings that have been issued for your location.

If You're in a Building

 Make sure you have a portable radio, preferably a NOAA Weather Radio, 
for weather alerts and updates.

 Seek shelter in the lowest level of your home, such as a basement or 
storm cellar. If you don't have a basement, go to an inner hallway, a 
smaller inner room or a closet.

 Keep away from all windows and glass doorways.
 If you're in a building such as a church, hospital, school or office building, 

go to the innermost part of the building on the lowest floor. Do not use 
elevators because the power may fail, leaving you trapped.

 You can cushion yourself with a mattress, but don't cover yourself with 
one. Cover your head and eyes with a blanket or jacket to protect against 
flying debris and broken glass. Don't waste time moving mattresses 
around.

 Keep pets on a leash or in a crate or carrier.
 Stay inside until you're certain the storm has passed, as multiple 

tornadoes can emerge from the same storm.
 Do not leave a building to attempt to "escape" a tornado.

If You're Outside

 Try to get inside a building as quickly as possible and find a small, 
protected space away from windows.

 Avoid buildings with long-span roof areas such as a school gymnasium, 
arena or shopping mall, as these structures are usually supported only by 
outside walls. When hit by a tornado, buildings like these can collapse, 
because they cannot withstand the pressure of the storm.

 If you cannot find a place to go inside, crouch for protection next to a 
strong structure or lie flat in a ditch or other low-lying area. Cover your 
head and neck with your arms or a jacket, if you have one.



If You're in a Car

 If you can safely drive away from the tornado, do so.
 If there is a sturdy structure available, go inside.
 If no building is available, it might be better to pull over, stop the car (but 

leave it running so the air bags work), and crouch down below the 
windows. The airbags and frame of the car will offer some amount of 
protection, but certainly not absolute safety.

 A long-standing safety rule has been to get out of the car and into a 
ditch. If you do that, you should get far enough away from the car that it 
doesn’t tumble onto you. Being below the prevailing ground level may 
shield you from some of the tornado wind and flying debris, but there is 
still danger from those.

 Do NOT get out of a vehicle and climb up under the embankment of a 
bridge or overpass. This often increases your risk.



（仮訳）

お住まいの地域に激しい雷雨が迫っているとき、もしくは既に雷雨のまっただ中に

いるときに避難計画にそった行動を始めるべきです。お住まいの地域で発出されてい

る暴風雨などの注意報や警報には，最大限の注意を払いましょう。

【建物内にいる場合】

・ 携帯ラジオ（NOAA ウェザーラジオが望ましい）で最新の気象情報を確認でき

るようにしましょう。

・ 地下室など，住居内の最も低い場所を避難先として探しましょう。地下室がない

場合は建物の中心にある廊下，なるべく狭い奥の部屋，もしくはクローゼットに向

かいましょう。

・ すべての窓やガラス製ドアから離れましょう。

・ 教会や病院，学校，オフィスビルにいるときは，最下階の最中心部に行きましょ

う。この際，エレベーターは使わないようにしましょう。停電により閉じ込められ

る可能性があります。

・ マットレスをクッションとして利用することはできますが，ひとつのマットレス

で全身をくるむのはやめましょう。毛布や上着（Jacket）で頭と目を覆い，飛んで

くる建物の破片や割れたガラスから身を守りましょう。マットレスを動かすのに時

間を浪費しないようにしましょう。

・ ペットは縄でつないだままにしておくか，ペット用檻やキャリアーに入れておき

ましょう。

・ 嵐が去ったことが確認されるまでは，建物内に止まりましょう。同じ嵐から複数

の竜巻が発生することもあります。

・ 竜巻から逃れようとして建物を離れることはやめましょう。

【外出中の場合】

・ できるだけ早く建物内に入り，窓から離れた狭く，頑丈な場所を探しましょう。

・ 学校の体育館や競技場，ショッピングモールなど，長い屋根の建物は避けましょ

う。これらは通常外壁にのみ支えられているからです。竜巻が直撃したとき，この

ような構造の建物は嵐の圧力に耐えることができず崩壊する可能性があります。

・ 適当な場所が見つからないときは，頑丈な建物の近くに屈んで身を守るか，溝や

低地に横になりましょう。また，頭と首の部分を腕で包み込むようにするか，あれ

ば上着（Jacket）で覆うようにしましょう。



【車内にいる場合】

・ 運転して安全に竜巻から離れることができるときはそのようにしましょう。

・ 頑丈な建物に入ることが可能であれば，建物の中に入りましょう。

・ 建物に避難することができない場合は，車を路肩に寄せて止まり（但し，エアバ

ッグを機能させるためにエンジンはかかったままにしておく），車窓より下に身を

かがめましょう。エアバッグと車の枠がある程度の保護となりますが，万全な状

態ではありません。

・ 車を降りて溝（ditch）に入るというのが古くから言われている対処方法ですが，

そうする場合はあなたの上に車がひっくりかえらないように車から十分な距離を

とりましょう。周りの地表より低い場所にいることで，ある程度竜巻の突風や飛

来物から身を守ることができますが，これらによる危険がなくなるわけではあり

ません。

・ 車から降りて橋や高架の下の土手に登ることは避けましょう。危険度が増すこと

が多いようです。


